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「政治って･･･何か遠い世界の事！」だと思っていませんか。 

でも、私たちの活動の原点は、あなたが毎日の暮らしや仕事の中で感じるちょっとした疑問に

あるのです。生活者･納税者の発想で、日本を･世界をよりよく変えるために、党員･サポーター

になって、あなたの力を民主党に貸してください。 

 私たちと一緒に未来のために行動しましょう。 

 民主党愛知県連は、現在、党員サポーターを募集しています。党費は

年額4,800円(ただし、同一世帯の家族党員や他減額党員制度もあり)、サ

ポーター費は年額2,000円です。 

 最寄りの民主党総支部または議員事務所にお問い合わせください。

 
「党員・サポーター」って何？

★党員とは･･･

 民主党の基本理念と政策に賛同する18歳以上の方ならどなたでも党員になれます。



在外邦人や在日外国人の方もＯＫです。 

 党員になれば、民主党の運営や活動、政策などを決める会議に参画でき、党代表選

挙へ投票することが出来ます。 

 党員は、いずれかの地域組織（総支部）に所属し、決められた党費を納めていただきま

す。党員の権利や活動は、党則や倫理規則で定められており、それ以外の義務やノル

マなどは全くありません。

★サポーターとは･･･

 18歳以上で民主党を応援してくれる方なら、どなたでもサポーターになれます。 

 サポーターになれば、党代表選挙に投票できるほか、党が主催する集会や勉強会、イ

ベント等に参加できます。 

 サポーターはいずれかの地域組織（総支部）に登録し、所定のサポーター費を納めて

いただきます。

 

 

あなたの一票で、次の首相候補を選ぼう！ 

2002年9月は民主党代表選挙。 

2002年は2年に1度ある民主党代表を決める代表選挙が行われる年です。 

決められた日までに登録した党員･サポーターのみなさんは、郵便投票で代表選挙に参加

できます。 

党員サポーターのみなさんの投票は、お住まいのある都道府県ごとに集計し、比例方式で

ポイント配分されます。地方自治体議員投票・代表選出大会当日の国会議員投票のポイン

トと合わせ当選者が決まります。 

政権交代を目指す民主党にとって、党のリーダーを選ぶ事は、次の首相候補を選ぶ事に他

なりません。民主党を、日本の政治を大きく動かすチャンスにあなたもぜひ、1票を投じてく

ださい。

もっと民主党を知りたい 

あなたに 

 

民主党ウエブサイト 

http://www.dpj.or.jp 

民主党の最新ニュース、国会活動、政策のすべてがわかります。 

 

メールマガジン 

鳩山代表のコラム、所属議員の国会だよりなど。毎週木曜日発行。無料。申込はウエブサ

イトから 

 

ご意見･ご提案は 

e-mail:info@dpj.or.jp
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「鈴木宗男・加藤紘一議員の辞職を要求する！」

緊急街頭演説

＝鈴木宗男氏の「再証人喚問」を含め、徹底した事実の解明を＝

 去る、３月１１日、午前中の衆議院予算委員会で、鈴木宗男議員の「北方領土支援をはじめ

とする数々の疑惑」について、証人喚問が行われた。民主党をはじめ野党各党の追及に鈴木

宗男証人は従来の主張を繰り返し、国後島友好の家(通称＝むねおハウス)入札疑惑に関して

も、外務省に対し「根室地域の実績ある業者」への限定の働きかけは認めたものの、「特定業

者への入札は働きかけていない」と言及した。しかしながら、現実には該当する業者は２社し

か存在しない。また、その２社からの鈴木宗男議員への政治献金をはじめ、２社のＪＶが随意

契約で受注しながら、工事は他社に丸投げという。そのほか「国後島、桟橋改修に関して、鈴

木氏の後援会企業による受注と3,000万円を超える政治献金」、「在日コンゴ民主共和国臨時

大使ＩＤカード発行阻止疑惑と鈴木氏秘書のムルアカ氏との関係」、アフリカ・ケニアへのＯＤ

Ａ、ソンドゥ･ミリアム水力発電所の円借款をめぐる受注業者と鈴木氏への政治献金疑惑」。疑

惑の総合商社といわれるこれらの問題に対して、一層の不信感が強まった。これに伴い、民主

党愛知県連は同日夕刻、名古屋駅前にて緊急街頭演説を行い、市民･国民世論により、鈴木

宗男氏が自ら議員辞職することを訴えた。 

 怒りを込めて宣伝車から訴えたのは「佐藤観樹･県連代表」、「木俣佳丈･県連副代表」、「片

桐清高･県連選対委員長代行」、「高木ひろし･県連県民運動委員長」の４氏。同時に3月8日多

額の脱税容疑で逮捕された「加藤紘一議員の前事務所代表、佐藤三郎容疑者に関して」その

責任を追及するとともに加藤紘一氏の議員辞職も訴えた。 

 国会議員事務所から駆けつけた運動員の配るビラを手に、市民から「民主党にもっとがんば

って欲しい。これを契機に解散総選挙に追い込んで自民党政権を倒して欲しい。」との激励を

多数受けた。 

 その後3月15日に離党した鈴木宗男氏だが、「自民

党を離党しただけでは、真に国民に謝罪した事には

ならない。」、11日の国会の証人喚問での答弁は、ま

すますその疑惑が深まったとし、鈴木宗男氏に関し

て野党4党共同で、「偽証罪」で刑事告発した。また、

野党の提出している同氏の「辞職勧告決議案」は、

20日午後から、衆議院運営委員会で審議され与党

の反対多数で否決され、衆議院本会議上程は阻止

された。
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党県連・ホームレス問題WT（近藤昭一･衆議院議員）



 

 

 

 

 この間、名古屋市内の越冬支援活動や、大阪市のホームレス援護施設の現地調査などを行

っている民主党愛知県連ホームレス問題ワーキングチームは、3月22日(金)17:00～党県連会

議室にて、笹島連絡会（笹島診療所）の藤井克彦氏と意見交換会を行った。これまで余り接点

の無かったそれぞれの活動内容など、特に民主党のワーキングチームの基本姿勢や自立支

援法案についての議論を深めた。デフレ傾向を強める長期不況の中、この問題は私たちひと

り一人の身近な課題ととらえ、ホームレスを生み出す社会構造が問題であり、今後も積極的に

支援活動に参加し、名古屋市をはじめ県や国に政策提言を行っていくなど、交流を深める予

定。
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“公共事業のあり方を考える”

第12区総支部(中根やすひろ)が政策調査会「タウンミーティング」を開催！ 

 小春日和の3月23日(土)岡崎市竜美丘会館で、党県連第12区主催のタウンミーティングが開

催された。これは、党県連・政策調査会が今年一年かけて、これまで一方通行になりがちであ

った政策提言の場を、地域総支部で党員・支持者を対象につくる目的で行われたもの。党県連

が基本政策として現在策定中の、「基本となる県政の政策目標・10の基本政策」のベースとな

る10のメニューを題材に取り組む。まず第1回目として「公共事業のあり方」をテーマに基調講

演を樽床伸二・衆議院議員（民主党ＮＣ国土交通大臣）、パネラーを中根康浩（第12区総支部

長）、浜崎利生・県議会議員（岡崎市）、コーディネーターを伴野 豊・衆議院議員（県連政調会

長）が務めた。 

 今後、各総支部においてテーマごとに取り組む予定。（一覧参照）
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政策調査会「タウンミーティング」予定表 
（2002年度上期分） 

４月８日現在 

月日 
（曜日） 担当 会 場 名 

テーマ 講 師 等



 

 

開会時間 総支部 住   所

3／23 
（土） 

13:30～
12区

竜美丘会館 
岡崎市 
東明大寺町5-1

公共事業のあり方

NC国土交通担当大臣 
樽床伸二 
党12区総支部長 
中根康浩 
衆議院議員 伴野 豊、他

4／21 
（日） 

14:00～
1区

国際センターホール 
名古屋市中村区 
那古野1-47-1

族議員と利権の構造

NC決算・行政監視担当大臣 
上田清司 
衆議院議員 
河村たかし 他

5／26 
（日） 

14:30～
8区

半田市勤労福祉会館 
半田市東洋町1-8

私たちの街は、 
私たちの手で 

党男女共同参画委員長 
鎌田さゆり 
衆議院議員 
伴野 豊、他

6／8 
（土） 

14:00～
4区

南文化小劇場 
名古屋市南区 
千竃通2-10-2 

政権と政策のあり方 
（仮称） 

（サブ＝政権獲得に向け） 

党政策調査会長 
岡田克也 
衆議院議員 牧 義夫、他

6／15 
（土） 

13:00～
2区

守山区役所 
名古屋市守山区 
小幡1-3-1 

調整中
衆議院議員 古川元久 
（他はテーマに応じて決定）

7／6 
（土） 

13:00～
6区

空港ビル会議室 
西春日井郡豊山町 
大字豊場 

名古屋空港跡地 
利用問題について

衆議院議員 前田雄吉 
（他は調整中）

8／24 
（土） 

13:00～
3区 調整中 調整中

衆議院議員 近藤昭一 
（他はテーマに応じて決定）

＊日時･テーマ等、変更等もありますので、最寄の党総支部・衆議院議員事務所までお問い合

わせください。
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「地対財特法」の失効を踏まえ～ 
真の人権行政の推進を！

＝部落解放愛知県共闘会議・行政交渉＝ 

 民主党愛知県連も参画している部落解放愛知県共闘会議(議長＝神代民雄)は、3月5日

（火）愛知県の指定地区である津島市と甚目寺町との交渉を行った。 

 午前中の津島市交渉では冒頭、神代議長は「この3月で地対財特法が失効する。今後は一

般施策として同和行政・人権行政を推進して頂きたい。1996年の地域改善対策協議会の意見

具申である、「法の期限後も同和行政を放棄するものではない、必要な施策を執行する必要が

ある。」との認識でさらに取り組んでいただきたい。この次期に交渉が出来た事は、有意義であ

り、21世紀の人権行政の確立に、我々も努力したい。」と挨拶した。 

 午後からの甚目寺町交渉では、先の東海豪雨で決壊寸前だった五条川堤防の調査や町民

意識調査、栄地区の隣保館の建替問題など、積極的な村上町長の言葉に、共闘会議参加メ



 

 

 

ンバーは愛知のモデル地区となるよう、さらに人権行

政の充実を訴えた。 

 3月27日（水）には、知立市・小坂井町で同様の交

渉が行われた。知立市に対しては、昨年、知立市近

郊でおきた就職に際しての身元調査事件に関して、

市の対応と今後の方策を要望した。三河地方で積極

的に「人権･同和行政」に取り組む小坂井町交渉で

は、国の「人権教育総合推進事業」をもっと有効的に

活用するよう、町に要望した。また、従来の同和対策

として行われていた「高校進学奨学金」制度が、共闘

会議の運動の成果により、成績条項なしで一般施策

に引き継がれ、部落外の子どもたちにも就学の機会

が確保された事などを教育委員会もアピールするべ

き、などの意見も参加者から提起があった。いずれ

にしても、法の期限後を向かえ、一般施策で行われ

る今後の人権行政が停滞することなく、推進される

事が今後の課題となる。
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県連「万博推進プロジェクトチーム」 

日本国際博覧会「愛・地球博」に関する 
ヒアリングを実施

 開催まで3年となった、愛知万博の進捗状況や課題等を取りまとめる

ため、党県連の「万博推進ＰＴ(小林けんじ衆議院議員)」は、4月1日(月)

に名古屋市内で、2005国際博覧会協会・坂本春生事務総長から計画

内容の詳細に渡ってのヒアリングを受けた。当日は国会議員･県議会

議員･名古屋市会議員をはじめ、関係市町の議員が参加した。坂本事

務総長は「愛・地球博は21世紀型の博覧会のあるべき姿を愛知から世

界へ発信する。20世紀ではデメリットばかりで決して成り立たなかった

ものを、メリットに変えていく。」と提案。8分程度のイメージＰＲビデオを見た後、ヒアリングを受

け意見交換を行った。今後も成功に向けて継続的に党から提言を行っていく予定。
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統一地方選挙勝利に向け、 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

民主党愛知県連「総決起集会」

 4年ごとの統一地方選挙を来年に控え、民主党愛知県連の公認推薦の候補者が総結集し、

勝利に向けた総決起集会を4月24日(水)18:30～名古屋市中区役所ホールにて開催する。 

 当日は、全候補者の参加のもと、対外アピールと決意表明を予定。
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編集後記
 日替りメニューのように次々に出て来る疑惑や不祥事。今、国民の中に、政治不信・政治家

不信の嵐が吹き荒れている。この国の政治システムを変えなくてはと、多くの国民が思ってい

る。だからこそ「民主党よ、もっと頑張れ！」という声が挙がって来るのだ。 

 不信の眼は、当然、民主党にも注がれている。これを真摯に受け止め、説明責任をしっかり

と果たし、真に政権交代が可能な党への脱皮を図り、この国の最重要課題である構造改革を

断行していかねばならない。 

広報委員 梅村麻美子（名古屋市会議員・東区選出）

インターネット・アドレス

http://www3.ocn.ne.jp/~minshu7/ 
e-mail:minshu＠dream.ocn.ne.jp 
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